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はじめに 
木曽川中流圏域は、飛騨川と合流した直後の木曽川に流れ込む加茂川

か も が わ

、可児
か に

川
がわ

、迫間
は ざ ま

川
がわ

、大安寺
たいあんじ

川
がわ

、新境
しんさかい

川
がわ

の 5 流域からなる地域で、美濃三河高原と濃尾平野の境に位置し、木曽川を挟んで東

西に細長く広がっている。この圏域は、主に丘陵地や台地・段丘などで構成されており、南北が

標高 100ｍ～300ｍ程度のなだらかな丘陵となっていて、北は長良川流域、南は庄内川（土岐川）

流域と接している。 

圏域は、古くから交通の要衝として栄え、人や物、文化の交流が盛んな地域であった。江戸初

期には圏域を東西に貫く中山道などが整備され、近代に入ると、国道 41 号や JR 高山本線など、

名古屋・高山方面への交通網も加わって、この地域の産業・経済・文化など社会の発展を支えて

きた。圏域の河川は、そのような社会・経済活動の展開に不可欠な多くの生活用水、農業用水や

工業用水を供給してきた。 

近年でも、交通網整備のさらなる進展に伴い、企業立地や大規模宅地開発が継続し、人口及び

市街地が著しく増加しており、一方で森林や農地は減少傾向にある。今後も、東海環状自動車道

の整備により、その沿線地域においては地域開発や市街化が進むと予想されている。そのように

発展する中にあっても、圏域の河川環境は水質など比較的良好な状態を保っており、将来にわた

って環境機能を維持・増進することが期待されている。 

当圏域は、平成 22 年 7 月 15 日に発生した短期的・局地的な集中豪雨（以下、「7.15 豪雨」と

呼ぶ）及び平成 23 年 9月 20 日の台風第 15 号がもたらした豪雨によって、越水や破堤による床上

浸水が各所で発生するなどの甚大な被害が発生し、7.15 豪雨では犠牲になられた方もおられた。 

「木曽川中流圏域河川整備計画」は、これらを踏まえ、人々の豊かで安全・安心な暮らしや産

業の発展に寄与するために、再度災害を防止する観点から、両洪水により 2 年連続で被災した可

児川、矢戸川、久々利川、唐沢川、加茂川の 5つの一級河川を今後概ね 30 年間で整備を行う対象

河川として、河川整備計画に位置付けるなど、圏域の治水・利水・環境に関わる河川整備の計画

を策定するものである。 
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1. 木曽川中流圏域の概要・課題 
1.1 圏域の概要 
本整備計画の対象である木曽川

き そ が わ

中流圏域の中央を東西に流下している木曽川は、その水源を

長野県
ながのけん

木曽郡
き そ ぐ ん

木祖村
き そ む ら

鉢
はち

盛山
もりやま

に発し、岐阜県・愛知県・三重県を流下し伊勢湾に注ぐ幹川延長229km、

流域面積 5,275km2の河川で、流域の 7 割以上が山地であり、下流平野部に人口・資産が集中し

ている。 

その木曽川が最大支川である飛騨川と合流した後に流入する、支川の加茂川
か も が わ

、可児
か に

川
がわ

、迫間
は ざ ま

川
がわ

、

大安寺
たいあんじ

川
がわ

、新境川
しんさかいがわ

の 5 つの流域を総称して、本整備計画では、「木曽川中流圏域」としており、

岐阜市
ぎ ふ し

、多治見市
た じ み し

、関市
せ き し

、瑞浪市
みずなみし

、美濃加茂市
み の か も し

、各務原市
かかみがはらし

、可児市
か に し

、岐南町
きなんちょう

、笠松町
かさまつちょう

、坂祝町
さかほぎちょう

、

御嵩町
みたけちょう

の 7 市 4 町に跨っている（図 1.1、図 1.2 参照）。 

この木曽川中流圏域には、最大支川である可児川など一級河川 19 河川があり、流域面積は

333.8 km2である。 

 
図 1.1 木曽川中流圏域位置図 

 
 



 

2

 

 

図 1.2 木曽川中流圏域概要図 

 

 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 23 情複、第 791 号） 
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出典）気象庁 HP気象統計情報 

図 1.3 気象庁美濃加茂地域気象観測所 年間降水量と年平均気温 

 

当圏域は、美濃三河高原と濃尾平野の境に位置し、標高 100ｍから 300ｍ程度の丘陵地や台地・

段丘などから構成されている。 

圏域の地質は、大部分が河川の運搬・堆積作用により形成された礫・砂・粘土等の未固結堆積

物からなっている。 

圏域の気候は、太平洋岸気候区に属し、年平均気温は 14.6 度であるが、最近 10 ヶ年程度の

推移を見ると年平均気温が 14.6 度を下回る年が無く、非常に緩やかではあるが平均気温が上昇

している。年平均降水量（昭和 51 年～平成 22 年）は約 1,700mm とわが国の平均降水量と同程

度である（図 1.3 参照）。 

圏域内の人口は約32.5万人であるが、昭和50年から平成22年までの人口増加率が約65％と、

岐阜県全体の約 11％を大きく上回るなど、可児市を中心に県内でも人口増加が著しい地域であ

る。（平成 22 年岐阜県統計書） 

圏域内市町の産業別就業者数の割合をみると、第 3次産業が約 54%、第 2 次産業が約 46%を占

める一方、第 1次産業は 0.4%であり、県内平均と比べ、第 2次産業の割合が高い。 

圏域内市町の土地利用は、森林が最も多く、全体の約 37%を占めているが、昭和 50 年代以降、

森林や農地は減少し、宅地やゴルフ場が増えている。（平成 22年岐阜県統計書） 

圏域は古くから交通の要衝であって、中山道が東西を貫き、太田宿は川と道と人が交わる宿場

町として栄えた。現在では、東部に東海環状自動車道の可児・御嵩 IC があり、圏域の東西方向に

国道 21 号、名鉄広見線、名鉄各務原線、JR 高山本線、南北方向に国道 41 号、国道 248 号、JR 太

多線が走っており、歴史的に繋がりの深い岐阜方面ばかりでなく、名古屋方面、高山方面への交

通の便が優れている地域でもある。さらに、東海環状自動車道が平成 17年 3 月に豊田東 JCT から

美濃関JCTまで、平成21年4月に美濃関JCTから関広見ICまでの計76kmが開通したことにより、

当圏域を含む中濃・東濃における企業立地数や住宅着工戸数が増加した。 
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圏域の河川水質については、可児川、加茂川、新境川で水質汚濁に係る環境基準が類型指定さ

れている。可児川上流部、加茂川、新境川上流部が B類型、可児川下流は C類型、新境川下流部

においては平成 15 年度より C 類型（それ以前は D 類型）に指定されている。なお、代表的な指

標である生物化学的酸素要求量（BOD）では、平成 15 年以降は可児川、加茂川、新境川下流部で

環境基準を達成している。 

圏域の河川水の利用は、ほとんどが農業用水で、わずかに工業用水があり、多数の水利権が設

定されている。農業用水を確保するため、可児川などの上流にはため池が多数存在している。 

圏域の河川空間は、都市部を流れている区間では川と住居との距離が近いことから、河川敷で

の散策や、生活道路としての利用が多い。その他、魚釣りや自然観察等が行われ、河川敷公園な

どは多くの住民に利用されている。また川にちなんだ祭りが行われたり、地域住民による河川の

清掃活動が行われるなど、川が地域の生活にとけ込んでいる。 

圏域の自然環境は、植生に関しては山地部でモチツツジ－アカマツ群集、コナラ群落などの代

償植生が多く、またクロマツ植林、スギ・ヒノキ・サワラ植林の植林地もみられる。平地部では

一部に水田雑草群落がみられるものの、多くは市街地となっている。また、河川の周辺で、カナ

ムグラやクズ、オオバコ、メヒシバ、ツルヨシなどが確認されている。 

動物では、里山や丘陵地にイノシシ、タヌキ、アナグマ等の哺乳類、里山の落葉広葉樹林には

ギフチョウなどの昆虫類が生息する。河川にはオイカワ、カワムツ、カワヨシノボリなどの魚類、

ヒメタニシ、チリメンカワニナ、スジエビなどの底生動物、ダイサギ、セグロセキレイ、カルガ

モ、カワセミなどの鳥類、シオカラトンボ、ギンヤンマ、ハグロトンボなどの昆虫類が生息する。

この他、水辺にゲンジボタルやグンバイトンボ、湿地にハッチョウトンボなどが生息する。 
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図 3.3 (1) 可児川河川工事施行区間概要図（1/2） 

 
 

   河川工事

   施行区間

河川工事施行区間（L=約 15.0km）

矢
戸
川 

横
市
川 

姫
川 

久々利川

大
森
川 

久々利川

瀬田川

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 23 情複、第 791 号） 
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図 3.3 (2)  可児川河川工事施行区間概要図（2/2） 

 
 

河川工事施行区間（L=約 15.0km）

清内頭首工 

日
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この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 23 情複、第 791 号） 
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図 3.3 (3) 矢戸川河川工事施行区間概要図 

河川工事施行区間

（L=約 0.4km） 

   河川工事 

   施行区間 
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地

図画像）を複製したものである。（承認番号 平 23 情複、第 791 号）
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図 3.3 (4) 久々利川河川工事施行区間概要図（1/2） 

河川工事施行区間（L=約 6.4km） 

   河川工事

   施行区間 この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 23 情複、第 791 号） 
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図 3.3 (5) 久々利川河川工事施行区間概要図（2/2） 

 

河川工事施行区間（L=約 6.4km） 

   河川工事

   施行区間
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 23 情複、第 791 号） 
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図 3.3 (6) 唐沢川河川工事施行区間概要図 

河川工事施行区間

（L=約 0.3km） 

   河川工事 

   施行区間 
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地

図画像）を複製したものである。（承認番号 平 23 情複、第 791 号）
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図 3.3 (7) 加茂川河川工事施行区間概要図 

   河川工事 

   施行区間 

河川工事施行区間 
（L=約 3.8km） 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地

図画像）を複製したものである。（承認番号 平 23 情複、第 791 号）
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3.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所 
3.2.1 河川の維持の目的 
洪水による被害の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持及び良好な河川環境の整

備と保全の観点から、各河川の特性を踏まえた河川の維持管理を、関係機関や地域住民等と連携

を図りながら適切に行う。 

また、動植物の生息・生育環境を保全しながら、自然に親しむことができる河川空間を維持し

ていくとともに、その利用を促進していく。 

 

3.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所 
(1) 堤防、護岸等の維持管理 

各河川の堤防、護岸等については、定期的な点検や堤防の機能を保つための堤防除草及び

出水後の河川巡視を実施し、護岸、堤防斜面の崩れ、亀裂及び陥没等の有無や、機能低下に

ついて主として目視により確認する。異常が確認された場合には、総合的に勘案した補修対

策を緊急的に講じる。 

なお、堤防除草等に際しては、特定外来生物の防除について適切に実施する。 

 

(2) 河道の適正な維持管理 

河川管理上支障のある土砂堆積、樹木繁茂については、環境に配慮しつつ除去等を実施す

る。併せて、土砂が溜まりやすい箇所については、適切な堆積土砂の除去に努める。 

また、出水後に河道内に堆積するゴミ・草木については、地域住民や自治体等の関係機関

と連携し、速やかな撤去処分に努める。不法投棄されたゴミ等の処理については、関係機関

と連携するなどにより、適切に対処する。 

 

(3) 許可工作物の適正な維持管理 

許可工作物については、許可条件に基づき適正に管理されるよう、施設管理者へ適正な指

導・協議を行う。 

 

(4) 被害最小化を目指すソフト対策 

これまでの河川改修等により、治水安全度は向上してきているものの、近年でも洪水氾濫

や浸水被害は後を絶たない。このため、河川整備途上であっても、洪水氾濫や異常豪雨によ

る水害に対しても被害を最小化できるように、ソフト対策として地域の防災力向上、水害に

強い地域づくりに努める。 

具体的には、地域の防災力の向上を図るため、洪水・水害に関する情報の質の向上や河川

情報システムの適正な維持管理と更なる充実、地域住民の防災意識の向上、水防活動の充実

等に努める。また、土地利用・建築誘導等の推進、保水・遊水機能を持つ区域における開発

抑制、開発に伴う貯留浸透施設の整備及び適切な管理運用等、市、町など関係機関と連携・

調整して促進する。 
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(5) 水質の維持・向上 

当圏域の河川の水質は、水域類型が指定されている環境基準地点で環境基準を概ね達成し

ているが、水域類型が指定されていない他の河川も含めて、関係機関や地域住民の協力の下、

その維持・向上に努める。 

また、突発的な水質事故に対処するため、連絡体制の充実・周知に努めるとともに、事故

発生時においては、速やかに被害拡大防止措置が図られるよう、関係機関の協力の下、体制

づくりに努める。 

 

(6) 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 

河川環境の保全や適切で効率的な取水が行われるよう、日頃から取水関係機関等と情報交

換に努める。 

 

4. 計画の改定に関する事項 
本計画は、現時点における課題や河道状況に基づき策定するものであり、策定後の新たな知見

や技術、大規模な洪水の発生状況等によって、必要に応じて見直しを行う。 

圏域内河川の河川環境に関わる状況については、今後も調査を継続し、当圏域の自然や歴史、

風土にふさわしい河川整備を行うために、地域住民等の意見を踏まえながら、さらに検討を進め

ていく。 
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